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(57)【要約】
　本発明は、支持ヘッド（１６）と天井支持体（１４）
に関する。特に、支持ヘッド（１６）はプレート形状の
設計を有し、複数のガイドタブを有する。型枠要素（１
２）が、好ましくは様々な位置においてずれを防止して
、支持ヘッド（１６）上で固定されるように、ガイドタ
ブが配置されるか又は設けられる。支持ヘッド（１６）
は、広く開いた第１ガイドタブを有し、その第１ガイド
タブは開きが少ないガイドタブの反対に位置される。こ
のように支持ヘッド（１６）が非対称であることにより
、支持ヘッド（１６）を壁の角部の近くに位置すること
が可能となる一方で、同時に、型枠要素（１２）が容易
に締結され得る。本発明はさらに、天井型枠（１０）に
関し、その天井型枠（１０）は、そのような支持ヘッド
（１６）、型枠要素（１２）、及び／又は梁を備える。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　天井型枠（１０）のための天井支持体（１４）のための支持ヘッド（１６、１６ａ～１
６ｆ）であって、
　ａ）前記支持ヘッド（１６、１６ａ～１６ｆ）が型枠支持体（１８）に接続可能である
か、又は、前記型枠支持体（１８）に接続される接続領域（５４）と、
　ｂ）天井型枠（１０）の型枠要素（１２）及び／又は前記天井型枠（１０）の梁（９０
）を支持するための支持面（２２）と、
　ｃ）前記接続領域（５４）から突出するガイドタブ（２６ａ～２６ｄ、３０ａ～３０ｄ
）であって、前記接続領域（５４）から外向きに開く設計を有するガイドタブ（２６ａ～
２６ｄ、３０ａ～３０ｄ）と、を備え、
　前記支持ヘッド（１６、１６ａ～１６ｆ）の第１側面（２４）上の第１ガイドタブ （
２６ａ～２６ｄ）が、前記第１側面（２４）の反対に位置する前記支持ヘッド（１６、１
６ａ～１６ｆ）の第２側面（２８）上の第２ガイドタブ（３０ａ～３０ｄ）よりも広く開
いた設計を有することを特徴とする、支持ヘッド（１６、１６ａ～１６ｆ）。
【請求項２】
　前記ガイドタブ（２６ａ～２６ｄ、３０ａ～３０ｄ）がそれぞれ、前記支持面（２２）
に垂直に、型枠要素（１２）の後ろから部分的に係合するための少なくとも１つの突出部
（３１ａ～３１ｈ）を有する、請求項１に記載の支持ヘッド。
【請求項３】
　前記第１ガイドタブ （２６ａ～２６ｄ）が第１ガイドタブペア（３２）と第２ガイド
タブペア（３４）の形態で配置され、第２ガイドタブ（３０ａ～３０ｄ）が第３ガイドタ
ブペア（３６）と第４ガイドタブペア（３８）の形態で配置される、請求項１又は２に記
載の支持ヘッド
【請求項４】
　前記第１ガイドタブペア（３２）が前記第３ガイドタブペア（３６）とともに第１チャ
ネルガイド（４６）を画定し、前記第２ガイドタブペア（３４）が前記第４ガイドタブペ
ア（３８）とともに第２チャネルガイド（４８）を画定し、型枠要素（１２）の平らで継
続的な枠セクションが、前記支持ヘッド（１６、１６ａ～１６ｆ）と表面接触するよう、
前記第１チャネルガイド（４６）又は前記第２チャネルガイド（４８）内に選択的に導入
可能である、請求項３に記載の支持ヘッド。
【請求項５】
　前記支持ヘッド（１６、１６ａ～１６ｆ）前記第１ガイドタブペア（３２）と前記第３
ガイドタブペア（３６）との間に第１スペーサタブペア（４２）を有し、前記第２ガイド
タブペア（３４）と前記第４ガイドタブペア（３８）との間に第２スペーサタブペア（４
４）を有し、
　前記第１ガイドタブ（２６ａ～２６ｄ）と前記スペーサタブペア（４２、４４）との間
の前記スペースが第３チャネルガイド（５０）を画定し、
　前記第２ガイドタブ（３０ａ～３０ｄ）と前記スペーサタブペア（４２、４４）との間
の前記スペースが第４チャネルガイド（５２）を画定し、
　型枠要素（１２）の平らで継続的な枠セクションが、前記支持ヘッド（１６、１６ａ～
１６ｆ）と表面接触するよう、前記第３チャネルガイド（５０）及び前記第４チャネルガ
イド（５２）内に導入可能である、請求項４に記載の支持ヘッド。
【請求項６】
　型枠要素（１２）の平らで継続的な枠セクションが、前記支持面（２２）から同一垂直
距離で、前記第１チャネルガイド（４６）、前記第２チャネルガイド（４８）、前記第３
チャネルガイド（５０）、又は前記第４チャネルガイド（５２）内へ選択的に導入可能で
ある、請求項５に記載の支持ヘッド。
【請求項７】
　互いに対して長手方向配向に９０度回転された、少なくとも２つの型枠要素（１２）が
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、前記チャネルガイド（４６、４８、５０、５２）内へ導入可能である、請求項４～６の
うちの１項に記載の支持ヘッド。
【請求項８】
　前記梁（９０）を中心で支持するため、前記支持ヘッド（１６、１６ａ～１６ｆ）が、
前記スペーサタブペア（４２、４４）の間に導入された梁（９０）を前記第１チャネルガ
イド（４６）、前記第２チャネルガイド（４８）、前記第３チャネルガイド（５０）、又
は前記第４チャネルガイド（５２）内に導入された型枠要素（１２）よりも支持面（２２
）から離すよう、前記第１スペーサタブペア（４２）と前記第２スペーサタブペア（４４
）との間に少なくとも１つのスペーサ突出部（８９）を有する、請求項５～７のうちの１
項に記載の支持ヘッド。
【請求項９】
　前記支持ヘッド（１６、１６ａ～１６ｆ）が、前記天井型枠（１０）の梁（９０）を部
分的に受容するため、前記第１ガイドタブペア（３２）と前記第２ガイドタブペア（３４
）との間に第１梁挿入領域（５６）を有し、前記第１梁挿入領域（５６）が前記梁（９０
）の傾斜安定性のため、横ガイド（５８ａ、５８ｂ）を有し、前記支持ヘッド（１６、１
６ａ～１６ｆ）が前記天井型枠（１０）の梁（９０）を部分的に受容するため、前記第３
ガイドタブペア（３６）と前記第４ガイドタブペア（３８）との間に第２梁挿入領域（６
０）を有し、前記第２梁挿入領域（６０）が前記梁（９０）の傾斜安定性のため、横ガイ
ド（６２ａ、６２ｂ）を有する、請求項３～８のうちの１項に記載の支持ヘッド。
【請求項１０】
　前記接続領域（５４）が、バヨネット接続によって 前記型枠支持体（１８）の接続プ
レート（７４）を締結するためのバヨネットレセプタクル（８０）を有する、請求項１～
９のうちの１項に記載の支持ヘッド。
【請求項１１】
　前記バヨネットレセプタクル（８０）が、前記接続プレート（７４）のねじれ防止保護
を有する、請求項１０に記載の支持ヘッド。
【請求項１２】
　請求項１～１１のうちの１項に記載の支持ヘッド（１６、１６ａ～１６ｆ）を有する天
井支持体（１４）と、前記支持ヘッド（１６、１６ａ～１６ｆ）上に位置する型枠支持体
（１８）。
【請求項１３】
　請求項１２に記載の天井支持体（１４）を有する天井型枠（１０）と、前記天井支持体
（１４）上に位置する型枠要素（１２）、及び／又は、前記天井支持体（１４）上に位置
する梁（９０）。
【請求項１４】
　前記梁（９０）がその２つの長手方向端部のそれぞれで曲げられたフィンガの形態でフ
ック（９２）を有し、第１フック（９２）が前記第１梁挿入領域（５６）に挿入される、
請求項９と共に請求項１３に記載の天井型枠。
【請求項１５】
　前記天井型枠（１０）を持ち上げるため、請求項１２に記載の少なくとも２つの天井支
持体（１４）が使用され、これらの天井支持体（１４）のうちの第１の天井支持体（１４
）が、前記型枠シェル（６６）が頂面図において少なくとも実質的に完全に前記支持ヘッ
ド（１６、１６ａ）を覆う方法で、前記型枠表面の角部で型枠表面を支持し、第２の天井
支持体（１４）が前記型枠シェル（６６）がせいぜい前記接続領域（５４）の中心まで前
記支持ヘッド（１６、１６ｃ～ｆ）を覆う方法で、その縁部又は前記角部のうちの１つに
おいて前記型枠表面を支持する、複数の型枠要素（１２）から成る型枠表面で請求項１３
又は１４のうちの１つに記載の天井枠（１０）を持ち上げる方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
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　本発明は、天井型枠のための天井支持体の支持ヘッドに関し、支持ヘッドは、
　ａ）支持ヘッドが型枠支持体に接続可能であるか、又は、型枠支持体に接続される接続
領域と、
　ｂ）天井型枠の型枠要素及び／又は天井型枠の梁を支持する支持面と、
　ｃ）接続領域から突出するガイドタブで、接続領域から外向きに開く設計を有するガイ
ドタブと、を備える。
【０００２】
　本発明はさらに、そのような支持ヘッドを有する天井支持体と、そのような天井支持体
を有する天井型枠に関する。
【背景技術】
【０００３】
　コンクリートの天井を制作するのに型枠要素を使用することは既知である。特に、液体
コンクリートを満たす型を少なくとも部分的に形成する枠パネル型枠要素が使用される。
型枠要素は、コンクリートが固まった後、取り除かれる。
【０００４】
　型枠要素は、天井支持体によって支持される。型枠要素が天井支持体によって支持され
る特定の位置に応じて、様々な天井支持体、又は、様々な支持ヘッドを有する天井支持体
が使用される。一方、捕捉領域の広い天井支持体が使用され、型枠要素がその捕捉領域で
下から容易に取り付けられ得る。一方、小型の天井支持体を使用することにより、天井支
持体を壁又は壁の角部近くに設置することが可能になり、型枠要素を壁に対して面一に、
又は、壁の角部に配置できるようにする。
【０００５】
　従って、本発明の目的は、支持ヘッドと、天井支持体と、そのような天井支持体を有す
る天井型枠とを提供することであり、その支持ヘッドが共通して使用可能であることが好
ましい。本発明のさらなる目的は、そのような天井型枠を持ち上げる方法を提供すること
である。
【０００６】
　本目的は、請求項１の特徴を有する支持ヘッドと、請求項１２の特徴を有する天井支持
体と、請求項１３の特徴を有する天井型枠によって本発明において達成される。さらに、
本目的は、請求項１５における方法によって達成される。従属クレームは有利な改良を明
らかにする。
【０００７】
　よって、本発明における目的は、支持ヘッドによって達成される。支持ヘッドは、支持
ヘッドが型枠支持体に固定可能な接続領域を有する。支持ヘッドはまた、支持面を有する
。支持面は、支持プレートの表面の形態で設計されるのが好ましい。ガイドタブは、支持
ヘッドの２つの対向する側面において接続領域から突出する。ガイドタブは、型枠要素を
支持ヘッド上に正確に配置するための捕捉領域となる。支持ヘッドの第１側面の第１ガイ
ドタブは、支持ヘッドの第２側面の第２ガイドタブよりも広い捕捉領域を形成する。第１
ガイドタブの端部は接続領域から、第２ガイドタブの端部よりも、さらに突出しているの
が好ましい。
【０００８】
　よって、支持ヘッドは、接続領域にわたる支持面に垂直に延在する面に対して非対称で
ある。
【０００９】
　第２側面は、開きがより少ない第２ガイドタブを有するが、その第２側面によって支持
ヘッドを壁の角部に十分近づけて位置し得るため、支持ヘッドに接続される型枠要素を壁
の角部に対して面一に置くことができる。さらに、第２ガイドタブが広く開いているとい
う事実により、型枠要素が第２側面に容易に固定され得る。よって、取付ける状況が異な
るからといって、異なる支持ヘッドを設ける必要がない。
【００１０】
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　型枠要素は、支持ヘッドのガイドタブに枢支され、次いで床から旋回され得る。
【００１１】
　第１ガイドタブは、接続領域から、より広く開かれた、すなわち、第２ガイドタブより
も径方向に、より離間した設計を有するのが好ましい。第１ガイドタブ及び第２ガイドタ
ブは、支持面の挿入開口部、特に支持プレートの挿入開口部の横ガイドを形成することが
好ましい。
【００１２】
　ガイドタブはそれぞれ、型枠要素が支持面に対して垂直に持ち上げられるのを防ぎ、型
枠要素をしっかりと固定するのを可能にするため、型枠要素を後ろから係合するための少
なくとも１つの突出部を有するのが好ましい。
【００１３】
　第１ガイドタブは、第１ガイドタブペア及び第２ガイドタブペアの形態で設計されるの
が好ましく、第２ガイドタブは、第３ガイドタブペア及び第４ガイドタブペアの形態で設
計されるのが好ましい。
【００１４】
　型枠要素を長手方向の中心で支持できるよう、第１ガイドタブペアは、第３ガイドタブ
ペアとともに、第１チャネルガイドを形成するのが好ましく、第２ガイドタブペアは、第
４ガイドタブペアとともに、第２チャネルガイドを形成するのが好ましい。型枠要素の枠
セクションは、２つのチャネルガイドで選択的に受容可能である。
【００１５】
　支持ヘッドは、第１ガイドタブと第２ガイドタブとの間に、少なくとも１つのスペーサ
タブ、特に１つの第１スペーサタブペアを有し得る。スペーサタブは、第１ガイドタブと
ともに、第３チャネルガイドを画定するのが好ましく、第２ガイドタブとともに、第４チ
ャネルガイドを画定するのが好ましい。よって、支持ヘッドは、型枠要素を長手側の中心
で支持するよう、型枠要素の枠セクションを第３チャネルガイド又は第４チャネルガイド
で選択的に受容し得る。
【００１６】
　第１チャネルガイド、第２チャネルガイド、第３チャネルガイド、第４チャネルガイド
は、同一の幅を有することが好ましい。第２チャネルガイドは、第４チャネルガイドが第
３チャネルガイドから離間する距離と同じ距離だけ、第１チャネルガイドから離間するの
が好ましい。よって、型枠要素を中心で支持するのに使用されるよう、支持ヘッドは、支
持面に対して垂直に延在する回転軸に対して９０度だけ回転され得る。支持ヘッドの本実
施形態はまた、様々な配向を有する型枠要素の受容が可能である、すなわち、支持ヘッド
で隣接して支持される２つの型枠要素の、より長い側は、互いに対して９０度だけ回転さ
れ得る。支持ヘッドの本実施形態はまた、様々な配向を有する型枠要素の受容が可能であ
る、すなわち、支持ヘッドで隣接して支持される２つの型枠要素の、より長い側は、互い
に対して９０度だけ回転され得る。
【００１７】
　支持ヘッドは、スペーサタブの間に、１つのスペーサ突出部又は複数のスペーサ突出部
を有し得る。１つのスペーサ突出部又は複数のスペーサ突出部は、１つのスペーサ突出部
又は複数のスペーサ突出部に配置される梁が、支持面から離間するのを可能にする。その
結果梁は、支持ヘッドの、離間したガイドタブと衝突しない。スペーサ突出部は、少なく
ともガイドタブと同じくらい遠くに、支持面に対して垂直に、支持面から突出し得る。
【発明の概要】
【００１８】
　本発明のある特定の好ましい実施形態では、支持ヘッドは、梁を部分的に受容可能な、
少なくとも１つの第１梁挿入領域を有する。第１梁挿入領域は、梁の傾斜安定性のため、
横ガイドを有するのが好ましく、第１梁挿入領域に固定される梁は、事故のリスクなしに
、通行され（ｗａｌｋｅｄ　ｏｎ ）得る。横ガイドは、タブの形態で設計され得る。支
持ヘッドはまた、特に梁の傾斜安定性のため横ガイドを有する、第２梁挿入領域を有し得
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る。横ガイドは、タブの形態で設計され得る。第１梁挿入領域及び／又は第２梁挿入領域
は、支持面において貫通凹部の形態で設計されるのが好ましい。第１梁挿入領域は、第１
ガイドタブペアと第２ガイドタブペアとの間に設けられ得、第２梁挿入領域は、第３ガイ
ドタブペアと第４ガイドタブペアとの間に設けられ得る。
【００１９】
　本発明の別の好ましい実施形態では、接続領域はバヨネットレセプタクルを有し、型枠
支持体がバヨネット接続によって締結されるのを可能にする。
【００２０】
　バヨネット接続が不意に開口するのを防止するため、バヨネットレセプタクルは、特に
ねじロック機構、ディテントロック機構、ウェッジロック機構、及び／又は、ばね負荷ロ
ック機構の形態で、ねじり防止の保護を有し得る。
【００２１】
　本発明における目的は、天井支持体によって達成され、その天井支持体は上述の支持ヘ
ッドに加え、支持ヘッド上に位置する型枠支持体を有する。型枠支持体は、バヨネット接
続を介して支持ヘッドに接続され得る。
【００２２】
　本発明はさらに、上述の天井支持体を有する天井型枠に関する。
【００２３】
　天井型枠は、天井支持体上に位置する型枠要素を有することが好ましい。
【００２４】
　型枠要素は少なくとも１つの接続突出部を有し、その後ろからガイドタブが係合し得る
。あるいは、又は、さらに、２つの接続突出部が第１スペーサタブに対して両側に置かれ
得る。
【００２５】
　天井型枠は梁を有し得る。梁は、その２つの長手方向端部のそれぞれにおいて曲げられ
たフィンガ（ｃｕｒｖｅｄ　ｆｉｎｇｅｒ）の形態でフックを有し得、第１フックの一部
は第１梁挿入領域内に挿入される。第１フックは、梁の長手方向軸に対して斜めに延在す
るインテリアベベルを有するのが好ましい。よって、第１フックは、隙間嵌合（ｃｌｅａ
ｒａｎｃｅ　ｆｉｔ）されて支持ヘッドに固定され得、固定された状態の梁は、支持ヘッ
ドの中心に向うその重さの力（ｗｅｉｇｈｔ　ｆｏｒｃｅ）によって引かれる。隙間嵌合
により、梁は下からセットされた天井支持体上に固定可能である。２つのフックは、互い
に対して左右対称の設計（ｍｉｒｒｏｒ－ｉｍａｇｅ　ｄｅｓｉｇｎ）を有するのが好ま
しい。
【００２６】
　目的はさらに、前述した天井型枠を持ち上げる方法によって達成される。天井型枠は、
複数の型枠要素から成る型枠表面を有する。天井型枠を持ち上げるため、少なくとも２つ
の天井支持体が使用され得、これらの天井支持体の１つ目が型枠表面の角部で型枠表面を
支持し、２つ目の天井支持体が縁及び角部から離間した型枠表面の中心領域で型枠表面を
支持し、特に第３天井支持体がその縁で型枠表面を支持し、その第３天井支持体は、型枠
シェルが支持ヘッドを、少なくとも実質的には完全に、又は、せいぜい接続領域の中心ま
でを覆う方法で、その縁部で型枠表面を支持する。よって、本発明では、同一の天井支持
体を使用して型枠表面のすべての領域を支持することが提案されている。
【００２７】
　本発明のさらなる特徴や利点が、本発明のいくつかの例示的実施形態の以下の説明から
、特許請求項から、及び、図面の図から明らかになり、それらは本発明に必要な詳細を示
す。
【００２８】
　図面に示された特徴は、本発明における特別な特徴が明確に明らかにされ得る方法で図
示される。様々な特徴は、１つずつ、又は任意の組み合わせでまとめて、本発明の変形で
実装され得る。
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【図面の簡単な説明】
【００２９】
【図１】図１は、支持ヘッドを有する天井支持体とともに、天井型枠の斜視図を示す。
【図２】図２は、図１の支持ヘッドの斜視図を示す。
【図３】図３は、図２の支持ヘッドの頂面図を示す。
【図４】図４は、天井型枠の型枠要素の斜視図を示す。
【図５】図５は、複数の支持ヘッドを有する天井型枠の頂面断面図を示す。
【図６】図６は、図５の領域Ａの拡大図を示す。
【図７】図７は、図５の領域Ｂの拡大図を示す。
【図８】図８は、図５の領域Ｃの拡大図を示す。
【図９】図９は、支持ヘッドの底面斜視図を示す。
【図１０】図１０は、据え付けられる前の、天井支持体を、支持ヘッドと型枠支持体とと
もに底面斜視図で示す。
【図１１】図１１は、据付後の、図９の天井支持体の底面斜視図である。
【図１２】図１２は、図１０における天井支持体の頂面斜視図を示す。
【図１３】図１３は、天井支持体と、天井支持体上に固定されることになる梁の部分的切
欠側面図を示す。
【図１４】図１４は、梁が天井支持体上に固定された状態の、図１２における天井支持体
の部分的切欠側面図を示す。
【図１５】図１５は、梁が持ち上げられた状態の、図１３における天井支持体の部分的切
欠側面図を示す。
【図１６】図１６は、様々な天井型枠の頂面図を示す。
【発明を実施するための形態】
【００３０】
　図１は、４つの型枠要素１２を備える天井型枠１０と、天井支持体１４と示す。天井支
持体１４は、型枠支持体１８に接続された支持ヘッド１６を有する。本例では、型枠要素
１２がそれぞれ、それらの角部で支持ヘッド１６上に置かれる。
【００３１】
　図２は、支持ヘッド１６を単独で示す。支持ヘッド１６は、部分的に切断されて形状付
けられ、部分的に曲げられた板金から形成される。支持ヘッド１６は 支持プレート２０
を有し、その支持プレート２０の上面は、支持ヘッド１６が固定された状態では、支持面
２２を形成する。第１ガイドタブ２６ａ～２６ｄは、第１側面２４上の支持プレート２０
上に設けられる。第２ガイドタブ３０ａ～３０ｄは、第１側面２４の反対に位置する第２
側面２８上に設けられる。第１ガイドタブ２６ａ～２６ｄは、第２ガイドタブ３０ａ～３
０ｄよりもさらに広がっている。よって、第２側面２８よりも第１側面２４のほうが、遠
くから型枠要素１２（図１参照）を締結するのがより容易である。
【００３２】
　図２より、ガイドタブ２６ａ～２６ｄ及び３０ａ～３０ｄは、いずれの場合も突出部３
１ａ～３１ｈを有し、それによって支持ヘッド１６が型枠要素１２に後方から係合するこ
とを可能にすることが明らかである。
【００３３】
　図３は、図２における支持ヘッド１６を頂面図で示す。図３より、第１ガイドタブ２６
ａ～２６ｄは、第１ガイドタブペア３２と第２ガイドタブペア３４とを形成することが明
らかである。第２ガイドタブ３０ａ～３０ｄは、第３ガイドタブペア３６と第４ガイドタ
ブペア３８とを形成する。支持ヘッド１６は、第１ガイドタブ２６ａ～２６ｄと第２ガイ
ドタブ３０ａ～３０ｄとの間にスペーサタブ４０ａ～４０ｄを有する。スペーサタブ４０
ａ及び４０ｂは第１スペーサタブペア４２を形成し、スペーサタブ４０ｃ及び４０ｄは、
第２スペーサタブペア４４を形成する。
【００３４】
　第１ガイドタブペア３２は、第３ガイドタブペア３６及び第１スペーサタブペア４２と
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ともに、第１チャネルガイド４６を画定する。第２ガイドタブペア３４は、第４ガイドタ
ブペア３８及び第２スペーサタブペア４４とともに、第２チャネルガイド４８を画定する
。さらに、第１ガイドタブペア３２と第１スペーサタブペア４２との間のスペース、及び
、第２ガイドタブペア３４と第２スペーサタブペア４４との間のスペースは、第３チャネ
ルガイド５０を画定する。最後に、第３ガイドタブペア３６と第１スペーサタブペア４２
との間のスペース、及び、第４ガイドタブペア３８と第２スペーサタブペア４４との間の
スペースは、第４チャネルガイド５２を画定する。チャネルガイド４６、４８、５０、５
２は、型枠要素１２（図１参照）を受ける枠セクションの選択肢を形成する。チャネルガ
イド４６、４８、５０、５２によって正方形が定められる（ｄｅｌｉｍｉｔ　ａ　ｓｑｕ
ａｒｅ）のが好ましい。チャネルガイド４６、４８、５０、５２は、支持ヘッド１６の接
続領域５４に対して中心に設けられるのがさらに好ましい。
よって、支持ヘッド１６は、図１に示す位置、又は、支持面２２で９０度回転した位置に
おいて、型枠要素１２上に位置し得る。
【００３５】
　横ガイド５８ａ及び５８ｂをタブの形態で有する第１梁挿入領域５６は、支持プレート
２０において、第１ガイドタブペア３２と第２ガイドタブペア３４との間に設けられる。
さらに、横ガイド６２ａ及び６２ｂをタブの形態で有する第２梁挿入領域６０は、支持プ
レート２０において、第３ガイドタブペア３６と第４ガイドタブペア３８との間に設けら
れる。梁９０は、耐傾斜の方法で、梁挿入領域５６及び６０に締結可能である（図１３か
ら図１５参照）。
【００３６】
　図４は、型枠要素１２の図を示す。図４より、型枠要素１２は接続突出部を有し、明瞭
化のため、そのうちの接続突出部６４ａ～６４ｈのみに参照番号が設けられることが明ら
かである。接続突出部６４ａ～６４ｈは、型枠要素１２上で支持ヘッド１６（図１参照）
又は支持ヘッド１６ａ～１６ｆ（図５参照）を精密に嵌合した状態で配置するために使用
される。
【００３７】
　型枠要素１２は、型枠シェル６６の面において外側当接面６８ａ～６８ｄを有し、固定
された状態で壁部（図示なし）を当接するか、又は、同一型枠要素１２が複数ある場合は
、面一で互いを当接する。
【００３８】
　図５は、図４における型枠要素１２の支持ヘッド１６ａ～１６ｆを示す。支持ヘッド１
６ａは、型枠要素１２によって最大まで覆われている。当接面６８ａ及び６８ｂは、図５
では見えないが（図４参照）、支持ヘッド１６ａの最も遠くに突出した部分と面一である
。このようにして、支持ヘッド１６ａと型枠要素１２は、壁の角部（図示なし）において
面一に位置し得る。
【００３９】
　一方、型枠要素１２は、支持ヘッド１６ｃ、１６ｄ、１６ｆ上では部分的に支持される
のみであるため、さらに別の型枠要素１２（図１参照、図５には図示なし）が支持ヘッド
１６ｃ、１６ｄ、１６ｆに取付けられ得る。
【００４０】
　支持ヘッド１６ｂ及び１６ｅは、非常に重い屋根をコンクリートで固められるよう、型
枠要素１２を中心で支持するのに使用される。支持ヘッド１６ｂは型枠要素１２を超えて
突出しないため、型枠要素１２は、壁部上に直接、又は、壁部に平行に、配置され得る。
さらに別の型枠要素１２（図５には図示なし）が、支持ヘッド１６ｅに取付けられ得る。
【００４１】
　図６は、図５のＡの拡大詳細図を示す。図６より、型枠要素１２が第１チャネルガイド
４６内及び第４チャネルガイド５２内に配置されることが明らかである。接続突出部６４
ｂ及び６４ｃによって、支持ヘッド１６ａに確実に型枠要素１２を正確に配置させる。接
続突出部６４ａ～６４ｃは、型枠要素１２の、角度がついた板金の一部であることが好ま
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しい。
【００４２】
　図７は、図５のＢの拡大詳細図を示す。図７より、型枠要素１２が支持ヘッド１６ｂ上
の第１チャネルガイド４６内で保持されることが明らかである。型枠要素１２は、スペー
サタブ４０ｂに置かれる接続突出部６４ｄ及び６４ｅによって配置される。よって、型枠
要素１２は、型枠要素１２の長手方向軸７０の方向に、支持ヘッド１６ｂに対して固定さ
れる。接続突出部６４ｄ及び６４ｅは、型枠要素１２の板金帯板の一部であることが好ま
しい。
【００４３】
　図８は、図５のＣの拡大詳細図を示す。図８より、型枠要素１２は、第１チャネルガイ
ド４６内及び第４チャネルガイド５２内に配置されていることが明らかである。接続突出
部６４ｇは、第２ガイドタブ３０ｂによって後ろから係合されるため、支持ヘッド１６ｃ
は、ずれないように保護がなされた状態で型枠要素１２にしっかりと締結される。
【００４４】
　図９は、支持ヘッド１６の底面斜視図を示す。支持ヘッド１６は、接続領域５４を具備
する。支持ヘッド１６は、接続領域５４内に管７２を有する。
【００４５】
　図１０は、図１における天井支持体１４の、固定中の天井支持体１４を示す。天井支持
体１４は、支持ヘッド１６と型枠支持体１８とを有する。管７２（図９参照）は、型枠支
持体１８内に、少なくとも部分的に、特に完全に、挿入される。型枠支持体１８は、接続
プレート７４を有する。接続プレート７４は、型枠支持体１８の長手方向軸７６を中心に
回転した後、支持ヘッドの接続タブ７８ａ～７８ｄ内へ部分的に挿入可能である。接続領
域５４（図９参照）は、接続タブ７８ａ～７８ｄによって、バヨネットレセプタクル８０
を形成する。
【００４６】
　図１１は、固定された状態の天井支持体１４を示す。バヨネットレセプタクル８０内で
の接続プレート７４のねじれ防止の保護のため、天井支持体１４は、型枠支持体１８と支
持ヘッド１６との間に少なくとも１つのねじ接続部８２ａ及び８２ｂを有する。少なくと
も１つの接続タブ７８ａ～７８ｄは、本事例では接続タブ７８ａ及び７８ｃであるが、ね
じナットをロックするための凹部を有することが好ましく、凹部は本事例では凹部８４ａ
及び８４ｂであり、ねじナットは本事例では、ねじナット８６ａ及び８６ｂである。その
ため、ねじナット８６ａ及び８６ｂは、ねじ接続部８２ａ及び８２ｂが設けられるときに
は、確保されていなくてもよい。
【００４７】
　図１２は、図１１における天井支持体１４を頂面図で示す。図１２より、支持ヘッド１
６は、ねじ接続部８２ａ及び８２ｂのねじを配置するため、支持プレート２０内に貫通凹
部８８ａ～８８ｄを有することが明らかである。
【００４８】
　梁９０の中心位置において梁９０を降ろすため（図１３～図１５参照）、すなわち、梁
９０を長手方向の側端から離れてさらに支持するため、スペーサ突出部８９が支持ヘッド
１６上に設けられる。スペーサ突出部８９は、管７２（図９参照）の一部であることが好
ましい。スペーサ突出部８９は、スペーサタブペア４２と４４との間に位置する。
【００４９】
　図１３は、支持ヘッド１６と、支持ヘッド１６上に位置することになる梁９０とを示す
。梁９０は、曲げられたフィンガの形態で第１フック９２を有する。第１フック９２は、
その端部が梁９０から突出した状態で、第１梁挿入領域５６内に挿入される。
【００５０】
　図１４は、梁９０が支持ヘッド１６上に完全に位置した状態の支持ヘッド１６を示す。
梁９０は、支持プレート２０上で支持される。
【００５１】
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　図１５は、梁９０が垂直にリフトされた状態の支持ヘッド１６を示す。図１５より、第
１フック９２は、梁９０の長手方向軸９６に対して傾斜しているインテリアべベル９４を
有することが明らかである。べベル９４は、固定された状態の梁９０が、支持ヘッド１６
の中心に向かう、その梁９０の重さの力（ｗｅｉｇｈｔ　ｆｏｒｃｅ）によって引かれる
ように設計される。よって、梁９０は、隙間嵌合された状態で支持ヘッド１６上に固定さ
れ得、その結果、梁９０が固定された状態で支持ヘッド１６に対する梁９０の着座が画定
される。
【００５２】
　図１６は、複数の天井型枠１０を示す。天井型枠１０は、複数の同一型枠要素１２と複
数の同一支持ヘッド１６を有し、支持ヘッド１６は、概略的にのみ図示される。さらに、
明瞭化のため、支持ヘッド１６のうちのいくつかのみに参照番号が設けられる。図１６は
、とりわけ、１つの型枠要素のみが支持ヘッド１６ （矢印ａ参照）上に置かれている状
況を図示する。支持ヘッド１６は係合されている（図５における支持ヘッド１６ａ参照）
ため、型枠要素１２は壁部９８に対して面一に置かれ得る。支持ヘッド１６は、異なる配
向を有する型枠要素１２を受けるよう設計される。隣接して位置する型枠要素１２は、支
持ヘッド１６上で互いに対して９０度だけ回転（矢印ｂ参照）され得る。
【００５３】
　図面の全ての図の概要において考慮すると、本発明は、支持ヘッド１６、１６ａ～１６
ｆ及び天井支持体１４に関する。支持ヘッド１６、１６ａ～１６ｆは特に、プレート形状
の設計を有し、複数のガイドタブ２６ａ～２６ｄ及び３０ａ～３０ｄを有する。ガイドタ
ブ２６ａ～２６ｄ及び３０ａ～３０ｄは、様々な位置で型枠要素１２がずれるのを防止す
るよう、支持ヘッド１６、１６ａ～１６ｆ上に置かれ得るように配置されるか又は設けら
れるのが好ましい。支持ヘッド１６、１６ａ～１６ｆは、開きの幅がより少ないガイドタ
ブ３０ａ～３０ｄの反対に位置する、広く開かれた第１ガイドタブ２６ａ～２６ｄを有す
る。このように支持ヘッド１６、１６ａ～１６ｆが非対称であることによって、支持ヘッ
ド１６、１６ａ～１６ｆは、型枠要素１２が同時に容易に締結され得る一方で、壁の角部
近くに位置することが可能になる。支持ヘッド１６、１６ａ～１６ｆは、ガイドタブ２６
ａ～２６ｄ及び３０ａ～３０ｄに加え、横ガイド５８ａ、５８ｂ、６２ａ、６２ｂを、特
に横ガイドタブの形態で有する、少なくとも１つの梁挿入領域５６及び６０を有すること
が好ましい。ガイドタブ２６ａ～２６ｄ及び３０ａ～３０ｄ、及び／又は、梁挿入領域５
６及び６０は、支持プレート２０上に配置されるか又は設けられるのが好ましく、支持ヘ
ッド１６、１６ａ～１６ｆの接続領域５４から向きをそらした支持プレート２０の頂面が
、支持面２２を形成する。本発明はさらに、支持ヘッド１６、１６ａ～１６ｆ、型枠要素
１２、及び／又は梁９０などを備える天井型枠１０に関する。天井型枠１０を持ち上げる
ため、第１端を有する型枠要素１２は、型枠支持体１８に締結される２つの支持ヘッド１
６、１６ａ、１６ｄの第１ガイドタブ２６ａ～２６ｄの間で、下から留められるのが好ま
しい。続いて、型枠支持体１８に締結されるさらに２つの支持ヘッド１６、１６ｃ、１６
ｆが、第２ガイドタブ３０ａ～３０ｄによって、型枠要素１２に固定される。続いて、型
枠要素１２は旋回され、さらに旋回した状態で、天井支持体１４によって保持され得る。
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